
付図－１   野鳥の生息環境づくり 
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付図－２   昆虫の生息環境づくり 

昆虫にとって望ましい生息環境の整備 

花 壇 ・ 庭 園 

人 口 疎 林 域 

管理されない 
草地、二次林 
及び自然林 

沼 地 

流 水 域 

・吸蜜源となる花木を植栽する 

・林床に昆虫の寄生植物を植栽する 
・林縁部に林の保護を兼ねてツツジ類 
 など吸蜜源となる花木を植栽する。 

・なるべく面積を（連続的に）残す 

・まわりの木をなるべく残す 
・岸部の親水性を高める 
・抽水植物を生育させる 
・除草剤などの農薬の流入を防ぐ 
・岸の一部（特に南側）にヤナギ 
ハンノキなどを植栽する 

・まわりの木をなるべく残す 
・よどみをところどころに作るとともに 
 親水性を持たせる 
・ヤナギなどを中心に渓畔林を確保 
 する 

蜜源植物、食事植物（付表） 



付図－３   魚類の生息環境づくり 
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●小渓流が存在する場合は現状 
  保存する。ただし、やむを得な 
  い場合には、自然状態に近い 
  渓流を造成する。 

 
修 

 
景 

 
林 

 
●自然景観を活かし現場に適応 
  した修景池を設置する。 

   
  水温１５℃以下の場合 
    ニジマス、アマゴ、ヤマメ 
    イワナ等 
 
  水温が比較的高い場合 
    アユ、コイ、フナ、ウナギ 
    ナマズ等 

  
  色彩効果を有する魚類 
    ニシキゴイ、キンギョ等 
 
 
 
 
 

魚 類 の 生 息 環 境 飼育に適した魚類の選定 


